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 読書運動推進協議会・若い人に贈る 読書のすすめ ２０２３  

 
  新たな一歩を踏み出すフレッシュなあなたに    

 

  みずみずしい感性、好奇心、柔軟な思考、そうしたものを豊かに持ちあわせている＜若いとき＞に読書をすることは、これからの
生き方に必ず大きな実りをもたらします。あなたが読書を日常のなにげない習慣にすれば、思いがけない幸せな「本との出会い」
がきっとやってくるにちがいありません。 

                                                                （「読書運動推進協議会リーフレット」より） 
 

  読書運動推進協議会２０２３・若い人に贈る２４冊を以下に紹介します。 
本校図書室でも用意しましたので、ぜひ足を運んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

                                 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
  

 『運動脳』 

 
『スマホ脳』著者アンデシュ・ハンセン
最大のベストセラー、それが本書。学力
・集中力・記憶力・創造性…脳のあらゆ
る力を伸ばす運動の秘訣、大公開！ 

 『大人になる前に知ってほしい生きるた
めに必要な「法律」の話』 
木村真実〔ほか〕／監修 ナツメ社 

 

「匿名での悪口、罪になる？」「痴漢に
あったらどうしたらいい？」自分や大切
な人を守るために知っておきたい法律に
ついて、マンガを交えて解説する。 

 『オトナ女子のすてきな語彙力帳』 
吉井奈々／著 ダイヤモンド社 

 
使うたびに相手も自分も幸せになる 334 
の言葉を「挨拶」「感謝」「打ち解ける」
「お願い」「断る」といったシチュエーシ
ョン別に紹介。さまざまなシーンで使え
る！ 
 

『もっと早く言ってよ。50 代の私から 20
代の私に伝えたいこと』 
一田憲子／著 扶桑社 

 
「今」を楽しむことをサボっちゃダメ。50 
歳を超えた今の自分だから学びとり、あ
きらめ、昇華できたことを 20 歳のころ
の“私”に向けて綴ったエッセイ集。 

 
『いままでとこれから』 
堀米雄斗／著 ＫＡＤＯＫＡＷＡ 

 

スケートボードが大好きな下町生まれ
の少年は、どのようにしてアメリカで
プロスケーターとなり、金メダル選手
になったのか。堀米雄斗初のフォトエ
ッセイ！ 

 『みやぎから、』 
佐藤健・神木隆之介／著 NHK 出版 

 
佐藤健と神木隆之介が宮城の食や伝統、
産業、ものづくりの魅力を求めて訪ね歩
き、現地の人々との対話から震災の記憶
と新たな暮らしを見通したビジュアル対
話集。 

 『香君（上・下）』 
上橋菜穂子／著 文藝春秋 

 
奇跡の稲、オアレ稲をもたらし、香りで
万象を知るという活神〈香君〉の庇護の
もと、帝国は発展を続けてきた。アイシ
ャは、オアレ稲に秘められた謎と向きあ
い……。 

 『その本は』 

 
旅に出たふたりの男は、たくさんの本
の話を持ち帰り、王様のために夜ごと
語り出した―。又吉直樹とヨシタケシ
ンスケによる抱腹絶倒・感涙必至の本
の旅！ 

 『掬えば手には』 
瀬尾まいこ／著 講談社 

 
中学３年のときに、人の心を読めるとい
う特殊な能力に気づいた大学生の匠。と
ころが、バイト先で出会った常盤さん
は、匠に心を開いてくれなくて……。 

 『空をこえて七星のかなた』 
加納朋子／著 集英社 

 
南の島で、山奥のホテルで、田舎町の高
校で。星を愛し星に導かれた人々が紡ぐ
ミステリー。〈日常の謎〉の名手が贈
る、驚きと爽快な余韻に満ちた全７話。 

 • 『ぼく』 
•  谷川俊太郎／作 岩崎書店 

 
「ぼくはしんだ じぶんでしんだ」詩人
・谷川俊太郎が「自死」を想い、言葉を
つむいだ絵本。新進気鋭のイラストレー
ター・合田里美が美しい日常風景で彩
る。 

 『目で見ることばで話をさせて』 

 
島に暮らす感性豊かなろうの少女メアリ
ー。ある日突然科学者に誘拐され、こと
ばと自由を奪われて……。マーサズ・ヴ
ィンヤード島を舞台にした歴史フィクシ
ョン。 

 『やらかした時にどうするか』 
坪田信貴／著 筑摩書房 

 
どんなに注意しても、失敗を完全に防ぐ
ことはできない。ピンチはチャンス！ 
失敗を分析し、糧にする方法を身につけ
て、果敢にチャレンジできるようになろ
う！ 
 

 『やりたいことが見つからない君へ』 
坪田信貴／著 小学館 

 
進むべき道がわからないと悩む若者へ
送る「人生戦略」。やる気の出し方
や、１０代の過ごし方、本当の自分の
見つけ方、失敗との向きあい方などを
伝える。 

 『限りある時間の使い方』 

 
人生は「４０００週間」。この限られた
時間をどう過ごすか？ いわゆるタイム
マネジメント術ではなく、もっと重要で
充実した時間の過ごし方を提案する。 

 
『大人になるってどういうこと？』 
神内聡／著 くもん出版 

 
１８歳成人が巻き込まれそうな契約やSNS
でのトラブル紹介はもちろん、随所に
「考える設問」も掲載。法律系のコラム
やおうちの方、先生向けのQ＆Aも必見！ 

 
『そもそも民主主義ってなんですか?』 
宇野重規／著 東京新聞 

 
世の中が変わろうとしているいま、民主
主義について考えてみませんか？ 東京
大学社会科学研究所の宇野重規教授が、
身近な例に置き換えてわかりやすく解説
します。 

『ぼくらの戦争なんだぜ』 
高橋源一郎／著 朝日新聞出版 

 
「ぼくらの戦争」とは、どういうことか。
膨大な小説や詩などの深い読みを通して、
当事者としての戦争体験に限りなく近づ
く。著者最良の一作。 

 
大空幸星／著 河出書房新社

 
２４時間３６５日無料チャット相談を立
ちあげた著者が、複雑な家庭で育った経
験や相談窓口での対応をもとに、悩みを
深い孤独に変えないための方法を伝え
る。 

 『誰にも嫌われずに同調圧力をサラリとかわす方法』
大嶋信頼／著 祥伝社 

 
「同調圧力」に弱い人でも、人間関係の景色

を変えられる！ 人気カウンセラーが、心
理学に基づき、「同調圧力から抜け出せる
自分」の作り方を紹介する。 

 『「コミュ障」のための社会学』 
岩本茂樹／著 中央公論新社 

 
異文化理解のカギは生育歴の理解、自分
だけのストーリーを生きる、違いがある
からおもしろい…。視野を広げて「コミ
ュニケーションの壁」を取り払うポイン
トを解説。 

 『世界はさわらないとわからない』 
広瀬浩二郎／著 平凡社 

 
人間にも「触角」が必要だ！ 新型コロナ
禍のいまこそ、世界にさわらなければいけ
ないー。全盲の触文化研究者が問う「さわ
ること」の意義と無限の可能性。 

 
にゅーいん／著 主婦と生活社 

 
５歳で白血病、７歳で余命５年宣告。入院
期間は人生２３年間のうち１０年間。逆境
を明るく生きぬくユーチューバーが、闘病
生活や社会に言いたいことなどを綴る。 

 
毎日新聞運動部／著 毎日新聞出版

 
大会中止に追い込まれた苦悩、先行き不透
明な状況への戸惑い…。コロナ禍という危
機を、学生スポーツ選手たちがどう乗り越
えていったのかがわかる貴重な記録。 

https://www.e-hon.ne.jp/bec/SA/Forward?doTyosya=%96%94%8Bg%92%BC%8E%F7%81%5e%92%98%81@%83%88%83V%83%5e%83P%83V%83%93%83X%83P%81%5e%92%98&mode=douitsu&button=btnDouitsu
https://www.e-hon.ne.jp/bec/SA/Forward?doTyosya=%92J%90%EC%8Fr%91%BE%98Y%81%5e%8D%EC%81@%8D%87%93c%97%A2%94%FC%81%5e%8AG&mode=douitsu&button=btnDouitsu
https://www.e-hon.ne.jp/bec/SA/Forward?doTyosya=%92%D8%93c%90M%8BM%81%5e%92%98&mode=douitsu&button=btnDouitsu

